
ことうら議会だより

発行：鳥取県琴
こと
浦
うら
町
ちょう
議会 編集：議会広報常任委員会　�電話／（0858）52-1710

第66号２０２０年11月１日発行

トピックス

・９月定例会 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

� コロナ禍で増え続ける町の予算
・委員会の報告 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・

� 予算・決算審査特別委員会ほか
・一般質問 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

� ここが聞きたい 2日間で12名が質問
・特集 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

� SDGsにつながるコロナ対策

�P２

�P８

�P９

�P22

2017年宮城県で開催された
第11回全国和牛能力共進会で、
琴浦産種雄牛「白鵬85の３」が
肉質日本一になった。

“みのりの秋”日本一の白鵬号も
児童の通学を見守っている



◎あらまし
　コロナウイルス感染予防対策として、利子補給基金条例の制定、26事業の一般会計補正予算、財産の取
得２件（町営バス、小中学校タブレット）の提案があった。
　２名の議員から一般会計補正予算に対する修正動議（詳細は３ページ参照）が出されたが、審議の結果、
賛成多数で原案どおり可決。総額は１２７億２４２１万円

◎コロナ関連事業は
① 飛沫感染予防シールド、窓口用ブース購入 ⑭ 広域連合感染症対策負担金
② 災害避難所用のマット購入 ⑮ コロナ後の新事業創出応援　　　　
③ ４月28日以降に生まれた子に１人10万円　　 ⑯ 持続可能な地域交通の再編計画策定
④ 大学生経済支援　町外10万円、町内５万円 ⑰ ことうら子ども園遊具設置　　　
⑤ 文化芸術活動再開支援　 ⑱ まなタンリニューアル基本設計委託　
⑥ プレミアム琴浦商品券（第２弾）　　 ⑲ GIGAスクール構想推進（ICT教育）
⑦ コロナ対策情報提供チラシ作成配布　　 ⑳ 学校感染症発生拡大防止対策支援
⑧ ひとり親世帯臨時特別給付金　　 ㉑ しらとりこども園ICTシステム導入
⑨ 住環境改善の修繕・改修支援　　　　 ㉒ 公共施設Wi-Fi環境整備委託
⑩ 医療・介護施設等へ事業継続支援　　　　 ㉓ 図書館ICタグ導入委託
⑪ 障がい者通所３事業所に軟質プラ回収依頼　 ㉔ 人権教育・啓発、CATV番組制作
⑫ 肉用牛肥育経営緊急支援　 ㉕ 旅と食、魅力発信プロジェクト事業
⑬ コロナ対策金融支援利子補給（事業者対象）　　 ㉖ 観光看板、パンフ作成、花火打ち上げ

　　　　　　　　　　　歳出補正額　４億１０５０万円

◎その財源は
依存財源 国庫補助金 ３億７９５８万円（92.5％）
　 〃 県 補 助 金 ４９２万円（  1.2％）
自主財源 基金繰入金 ２６００万円（  6.3％）

計 ４億１０５０万円
軟質プラ回収

コロナ禍で増え 

（万円未満の切り上げ）

令和２年度一般会計予算

103億3000万円

総額 財源割合％

依 67.6
自 32.4

120億9535万円
依 72.3 122億6669万円

依 72.6

自 27.4
123億1371万円

自 27.2

依 72.8
127億2421万円

依 73.4

自 26.6

133億6731万円

依 72.7

依…依存財源
自…自主財源

自 27.3

３月定例会（当初）
自 27.7

～地方創生 

７月臨時会� 日程：７月22日
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◎一般会計補正予算に対する修正動議
　コロナ後に向けた観光振興補助金400万円のうち、200万円を減額し予備
費に充てる。　【提案者：高塚議員、大平議員】
《理由》
　新型コロナウイルス感染症終息への願いを込めて、また町民を元気づける
ため、赤碕新港沖の防波堤で花火を打ち上げる予算200万円が計上されてい
るが、人が集まらない工夫をし、短時間で実施しても感染拡大のリスクは大
きい。花火の予算は認められない。

押本議員　　　　　　　　　　　　
　コロナそのものは正しく恐れて、だけど過剰
な過敏な反応をする必要はない。ストレスが全
部発散できるわけではないが、気持ちが和らぐ
ならばできる。

角勝議員
　医療従事者を応援するために国はブルーイン
パルスを飛ばした。みんなそれで勇気づけられ
たと思う。町の花火にも賛成。

原案賛成
大平議員
　観光協会に実施させるなど見識を疑う。悪霊
退散というが、神事の側面が強いものに税金を
使うべきでない。

青亀議員
　今、花火を打ち上げるとコロナ後の観光ス
タートだと誤解を招く。コロナウイルスを全世
界が封じ込めるときにやるべき行動ではない。

桑本賢議員
　花火は時期が悪い。白鳳祭も波止の祭も中止
になったのに、ワクチンができないと無理。
75歳以上の高齢者に商品券を配ってほしい。

修正案賛成

討論 花火の是非で意見が分かれる  

否決

修正案の審議

反対

9
賛成

4
原案の審議

反対

3
賛成

10
退席１ 退席１

続ける町の予算

（万円未満の切り上げ）

令和２年度一般会計予算

103億3000万円

総額 財源割合％

依 67.6
自 32.4

120億9535万円
依 72.3 122億6669万円

依 72.6

自 27.4
123億1371万円

自 27.2

依 72.8
127億2421万円

依 73.4

自 26.6

133億6731万円

依 72.7

依…依存財源
自…自主財源

自 27.3

３月定例会（当初）
自 27.7

の行方は～
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◎あらまし
　条例関係については、新たに企業版ふるさと納税地方創生基金条例と町長等の損害賠償責任の一部免責
に関する条例の提案。町税条例と一向平キャンプ場条例をそれぞれ一部改正。
　予算については、一般会計および特別会計補正予算10件、令和元年度一般会計及び特別会計歳入歳出決
算認定についてが18件、水道事業企業会計剰余金処分、建設請負契約の締結・変更、教育委員会委員の任命、
あわせて36議案が提案された。
　少人数学級を求める請願、教職員定数改善等に関する陳情、令和元年度決算については、それぞれの委
員会に付託。
　審議の結果、賛成多数で原案どおり可決、認定、同意した。
　また、選挙管理委員及び同補充員の選挙を行った。（結果６ページ参照）
　一般会計予算額は６億4311万円、総額133億6731万円。

◎主な補正予算内容は
コロナ関連で新たな事業や中止減額事業も

① 東伯中学校裁判結審に伴う弁護士委託料 ⑨ ポート赤碕遊具リニューアル
② 上伊勢地区境界確定に伴う登記費用負担金 ⑩ 住居確保給付金（一定期間の家賃相当額を支給）
③ 給食費管理システム構築委託 ⑪ 児童福祉施設等にマスク、消毒液等を
④ 船上山山焼き業務委託 ⑫ 県産水産物学校給食提供
⑤ 農業経営収入保険制度加入支援 ⑬ 財政調整基金への積立（３億4500万円）
⑥ 小災害復旧事業 ⑭ 町債の繰上償還
⑦ 農業施設災害復旧事業 ⑮ コロナ感染懸念で中止したイベント予算の減額
⑧ コンディショニングコーディネーター（健康教育）委託の追加 ⑯ 学校給食関連債務負担行為（令和3～7年）追加

◎その財源は
依存財源 ３億７６９４万円（58.6％）
自主財源 ２億６６１７万円（41.4％）
計 ６億４３１１万円

※企業版ふるさと納税とは…
　国が認定した地方公共団体の地方創生事業に
対して企業が寄付を行った場合に、法人関係税
から控除される国の制度。
　寄付金は地方創生の新たな財源として活用。
　使途が限定されるため、ふるさと夢基金と　
区別し 「企業版ふるさと納税地方創生基金」 を
設置。

コンディショニングコーディネーター

ポート赤碕遊具

９月定例会� 日程：９月４日～18日
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◎討論となったのは
１．「令和元年度琴浦町一般会計歳入歳出決算認定について」

桑本賢議員
　重要事項として災害復旧と行財政改革があげ
られる。事業レビューの実施、議会へのタブレッ
ト導入、総合戦略を考える住民会議、ライドシェ
ア実証実験、総合体育館の運動指導、産後うつ
対策、どんぐり広場トイレ設置、小中学校のエ
アコン設置、ICT教育の推進等大変よくやった。

大平議員
　問題を指摘しつつ認定の立場で討論。まず、
上伊勢問題に関する処理として町長へは可及的
速やかに是正措置と当事者への謝罪の意を示す
べきと言った。昨年度中にできたはず。
　熱中小学校の通販事業は今年度廃止だが、３
月時点で方針転換できるのに議会に相談がなく
審査に必要な重要情報が事前に示されず残念。
　解放同盟町協議会の補助金、徴収事務等、議
会で指摘があったことに十分留意して見直し、
ステップアップしていくことを要望する。

認　　定

不認定

4
認 定

10

※上伊勢問題とは…上伊勢地籍調査境界確定訴訟

発展したものだ。
　敗訴しても町は謝罪も適正な措置もない。

高塚議員
　臨時職員に対する雇用的差別の改善がされて
いない。同和対策に係る固定資産税減免の対象
地域は不動産売買の価格差があるという、これ
は差別発言。
　同和対策の特別監査の実施で指摘をしたが、
改善されていない。熱中小学校の熱中通販の結
果、300万円はどぶに捨てたようなもの。上伊
勢の境界問題は行政が負けたのに１年間全く対
応がなかった。
　これでは町民の理解は得られない。

福本議員
　上伊勢問題は、最高裁まで戦うと強い意思を示
したが、十分な内部調査もせず地元感情をそのま
ま受けて、高裁に向かったが、結局は一審以上の
確たる証拠も出せなかった。冷静な判断を欠いた
ことは、町長の大きなミスだ。敗訴しても速やか
に対応せず、人権が無視され侵害され、村八分
にされている現状があるなんて想像もつかない。
　そもそも地籍調査の修正に部落全体の同意が
必要だったのか。境界線もまだいびつな形のま
まだ。後世に汚点を残さないようしてほしい。

井木議員
　元年度予算での小学校のエアコン導入時に問
題があった。議会軽視が多い。
　梅田斎場建設時に私も村八分にあったが、上
伊勢でも起きている。町は裁判で負けたのなら、
速やかに自らが謝りに行って、納得できるものを
取り付けるのが当たり前だ。

青亀議員
　まず、固定資産税の同和減免の廃止の決議が
2019年３月議会で11対３の多数で可決した。
しかし、同和減免を行政主導で執行。税の公平
な賦課徴収行為を逸脱。
　補助金の受け皿である部落解放同盟町協議会
の議案書や資料請求したが非公開で拒否された。
　年度末ギリギリにはあらゆる差別をなくする
条例の改正の是非が審議会に諮問された。議会
軽視の極まるところだ。
　上伊勢問題では、当時役場は地籍調査が間
違っていると認めながら、その後役場が正しい
と主張。次に払い戻しを提案、部落の同意を条
件につけたが、部落が同意を拒否。境界訴訟に

不 認 定
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３．議案第135号　「建設工事請負契約の変更について」〔公共八橋地区（31－1工区）工事〕

◎討論となったのは
２．「令和元年度琴浦町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算認定について」

青亀議員
　この貸付金の元利収入調定額は1億4671万
円、それに対し収入済み額は700万円、実に4.7％
で借入金の返済が全くうまくいかない会計だ。
　現年度回収率は30％で70％は焦げ付いてい
る。過年度分の回収率は4％や2%と利息のレ
ベル。不納欠損は461万円。
　このようなことが長年放置されて現在に至り
返済計画は終了する時を迎えている。解決を目
指さなければならない。

高塚議員
　95.3%が滞納、普通一般の税とか公共料金
とかあるが、滞納は5%くらい。この会計は逆
だ。最初からこの状態が変わっておらず、抜本
的な改革をしない限りは解決しない。
　昨年、議会で滞納問題調査特別委員会でこの
ことを議論したが、この状態では町民の理解は
得られない。

不 認 定

不認定

3
認 定

11

反 対

1
賛 成

13高塚議員
　本来、終了前に変更の承認を得ないといけない。工事そのものはきちんとで
きていると思うが、終わって清算したら金額が上がっているから承認がいる。
事後承諾のような形だ。事務の怠慢だ。こういうことが許されては今後困る。

反 　 対

　議案第136号　「教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて」
教育委員の石前 富久美（いしまえ ふくみ）氏の任期満了に伴い、新たに選任する旨の提案があり、
審議の結果、同意承認した。

　任　期：令和２年10月27日から令和６年10月26日
　氏　名：新田　朗尚（にった あきひさ）氏

教育委員の任命に同意

選挙管理委員及び同補充員決まる
　「選挙管理委員及び同補充員の選挙について」は、全会一致で以下のとおり決定。
　任期：令和２年10月26日から令和６年10月25日

【選挙管理委員】 【補　充　員】
氏　　名 住　所 順位 氏　　名 住　所

（新）前　田　博　司 出　上 １ （新）黒　松　悟　司 中　尾
（新）小　谷　順　子 中　村 ２ 　　　上　田　江三子 八　幡
　　　松　本　厚　志 三　保 ３ （新）谷　岡　明　人 槻　下
　　　山　内　和　栄 浦　安 ４ （新）澤　田　春　美 赤　碕

(敬称略)
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賛否が分かれた議案等の起立採決による審議の結果
審議結果 前
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議案第98号
令和２年度琴浦町一般会計補正
予算（第６号）

可決 10 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ × ○ ○ 退 議

定
　
例
　
会

議案第115号
令和元年度琴浦町一般会計歳入
歳出決算認定について

認定 10 4 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ × 議

議案第117号
令和元年度琴浦町住宅新築資金
等貸付事業特別会計歳入歳出決
算認定について

認定 11 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ × 議

議案第135号
建設工事請負契約の変更につい
て〔公共八橋地区（31－1工区）
工事〕

可決 13 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 議

再議
議会本会議中の議員の発言につ
いて、発言の撤回と陳謝を促す
ことについて（陳情）

不採択 0 12 × × × 除 退 × × × × × × × × × 議

この表に掲載していない議案は全会一致で可決、陳情は全会一致で採択となりました。
○＝賛成　　×＝反対　　欠＝欠席　　議＝議長　　退＝退席　　除＝除斥

請願・陳情

番号 件　　名 提　出　者 要　　旨 付　託
委員会

委員会
の意見

本会議
採択結果

２年
請願
第４号

国の責任による「20
人学級」 を展望した
少人数学級の前進を
求める請願

新日本婦人の会
鳥取県本部
　会長　山内 淳子

　国に対し、少人数学級の実
現とそのための教職員定数改
善を行なうことを求める。

教育民生 採択
採択

（国に意見
書提出）

２年
陳情
第６号

教職員定数改善と義
務教育費国庫負担制
度２分の１復元をは
かるための、2021
年度政府予算に係る
意見書採択に関する
陳情

鳥取県高等学校
教職員組合中部支部
　支部長　谷口 善一朗

鳥取県教職員組合
中部支部
　支部長　尾崎 豊久

　国に対し、計画的な教職員
定数改善の推進と義務教育費
国庫負担制度の負担割合を２
分の１に復元することを求める。

教育民生 採択
採択

（国に意見
書提出）
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委 員 会 の 報 告
総務産業常任委員会

委員長　澤田 豊秋
　９月11日委員会を開催し、各課からの報告事項等の
説明を受け、今回は請願等の付託案件はなく質疑等自
由討議を行った。以下主なやり取り。

Q　�PFI（東伯総合公園への民間活力導入）に関する調
査の結果から、天然芝についてはティフトンを含
むのか。

Ａ　�日本芝、洋芝含めて検討。
Q　�捕獲した有害鳥獣のジビエ利用の推進は。
Ａ　�町は考えていない。猟期に県でジビエ利用補助金

もある。
Q　�住宅修繕改修助成は塀等でも対象か。
Ａ　�建築業者の支援が目的であり、内容を相談のこと。
Q　�熱中小学校は３年で目処を付けるとのことだった
が、いつ最終的な判断をするのか。

Ａ　�予定どおり民間へ移管する。今後のことは、企業
版ふるさと納税を利用して熱中小学校経営ができ
ないかなど検討中。

Q　�浦安・赤碕駅舎の今後の活用について、JR西日本
より提案を受け検討中ということだが、浦安駅を
まなびタウンに付けてはどうか。

Ａ　�今、まなびタウンの今後の在り方で、ワークショッ
プでも意見が出ている。検討中。

Q　�カウベルホールについて町の考え方は。
Ａ　�町長が述べた通り、一般財源が４億円は必要とな

るので、断念せざるを得ない。

教育民生常任委員会
委員長　大平 高志

　９月10日に委員会を開催し、次の請願・陳情２件を
審査した。自由討議のあと、「少人数学級の前進を求め
る」請願および「教職員定数改善と義務教育費国庫負
担制度２分の１復元をはかる」ための陳情については
採択とした。�また所管各課から議案関連と報告事項の
説明を受けた。主なやり取りは次のとおり。�

Q　�給食費の公会計化により食材の購入に変化は。
Ａ　�担当者とすり合わせるが大きな変化はない。
Q　�給食費の滞納はどの程度あるのか。
Ａ　�８月末現在で31万５千円になる。
Q　�町史編纂作業はどうなっているのか。
Ａ　�執筆の依頼を考えていた方が受けられなくなり作

業が止まっている。
Q　�お台場の利活用はどうなっているのか。
Ａ　�３町合同のイベントを考えていたがコロナ禍で中

止になった、現在は斎尾廃寺跡に集中。
Q　�人権条例を作ると表明されたが、スケジュールは
どうなるのか。

Ａ　�今月中に１回目の策定委員会を開催し案を出した
い、１月に町長に答申を考えている。

Q　�カウベルホールがなくなるので音響設備の整備や
練習場などハード整備が必要では。

Ａ　�検討したい。
Q　�業務委託をした児童クラブの指導員は地元の方に
なるのか。

Ａ　�町内の方もある、中部の方が中心になる。

予算・決算審査特別委員会
委員長　手嶋 正巳

　当委員会に付託された議案について、去る９月14日～16日に各担当課長から「令和元年度主要施策の成果説明書」
に基づき説明を受けた。
　16日の最終委員会において慎重に審査した結果、議案第115号令和元年度琴浦町一般会計歳入歳出決算、議案
第116号から第133号の特別会計決算18議案について、認定・可決することが適当であると決した。
　なお、審議過程で議論が集中した上伊勢境界問題について、町の誠実な対応を求める口頭による「付帯意見」を
つけることを申し合わせた。以下主なやり取り。

Q　�上伊勢問題、後始末がずさん。重大な人権侵害が
起きている。

Ａ　�地権者と上伊勢部落の方に謝罪した。
Q　�熱中小学校の「通販」はどうなっているのか。
Ａ　�６月末で契約解除。

Q　�農業研修制度、現状でいいのか。
Ａ　�夢を語っていても無理、決算段階だからこそ真剣

に取り組む必要がある。
Q　�集落支援員は本当に必要な業務か。
Ａ　�公民館活動と連携して活動している。
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一般質問ここが
聞きた

い

一般質問 Q A&

※青字は、本紙では省略

一般質問の答弁者に「○○課長」とあるのは、地方自治法第121条の規定により、町長及び行政委員会の長ほか
から「委任を受けた説明員」として出席した課・局・室長の答弁。

議　　長 町長及び各委員会の長ほか
出席要求

各課・室・局長
委任

通告３番

①環境問題
② 「新型コロナ」対策

角勝　計介

通告６番

① 県道福永由良線バイパス
道路改良工事

②防災ラジオの導入

手嶋　正巳

通告９番

①町長の政治姿勢
②物品購入の契約
③風力発電損傷事故

青亀　壽宏

通告10番

①地籍調査
②防災

高塚　勝

通告11番

① コロナ禍と地方創生
② 学校跡地・施設の利活用
③退職金
④差別とは何か

大平　高志

通告12番

① コロナ禍での地方政策
桑本　始

通告５番

① 自然環境の保護と観光
② プラ資源活用とごみ処理
③ 生活支援が必要な世帯へ
エアコン設置を

福本まり子

新藤　登子

通告２番

①通学路の歩道設置
② 農業者トレセンの使用
③浦安駅周辺の整備
④ カウベルホールの扱い
⑤水害

桑本　賢治

通告１番

通告８番

① 「８人目の敵」をつくら
ないために。
② 先回町議選の低投票率の
原因は「大雪」だけ？

押本　昌幸

通告７番

① 薬物乱用防止学習と啓発
新藤　登子

通告４番

① 新型コロナウイルス感染
対策と今後のまちづくり
②会計年度任用職員

澤田　豊秋
①SDGs推進
② 町内の農水産物の６次産
業化

前田　敬孝

ことうら議会だより　2020年11月１日　第66号―　9　―

一般質問とは、議員が、町長・教育長・農業委員会会長・選挙管理委員会委員長・監査委員などの執行機関に対し、
事務の執行状況や将来に対する方針などについて問うもの。
本町議会の質問時間は、１人30分以内（答弁時間除く）。



一 般 質 問 一 般 質 問

 

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
は
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
の

 

理
念
に
つ
な
が
る
の
だ
が

　
　
　

町
内
で
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
の
動
き

が
見
え
て
こ
な
い
。「
社
会
と
環

境
と
経
済
の
バ
ラ
ン
ス
」
の
と
れ
た
持
続

可
能
な
社
会
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
達
成
さ
れ
た

社
会
で
あ
り
、
コ
ロ
ナ
対
応
を
し
な
が
ら

も
経
済
を
ま
わ
し
て
行
く
こ
と
は
そ
の
基

本
理
念
に
合
致
す
る
。
今
後
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

推
進
に
つ
い
て
町
長
の
所
見
は
。

　
　
　

い
っ
ぺ
ん
に
進
め
る
こ
と
は
難
し

い
が
、
目
標
に
近
づ
く
予
算
化
を

し
て
い
る
。「
第
２
期
琴
浦
町
ま
ち・ひ
と・

暮
ら
し
創
生
戦
略
」
は
そ
れ
ぞ
れ
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
17
項
目
の
考
え
方
で
戦
略
を
進
め
て

い
る
。 

　
　
　

組
織
横
断
的
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
推
進

す
る
部
署
が
必
要
で
は
な
い
か
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
室
設
置
と
推
進
条
例
の
制

定
を
提
案
す
る
。

　
　
　

企
画
政
策
課
が
中
心
と
な
っ
て
総

合
的
に
見
る
場
所
を
担
当
し
て
い
る
。

 

予
防
医
療
を
見
据
え
た

「
新
た
な
六
次
産
業
化
」
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
す
べ
て
の
ゴ
ー
ル
に
貢
献

　
　
　

最
近
あ
ま
り
聞
か
な
く
な
っ
た

「
六
次
産
業
化
」
だ
が
成
功
事
例

も
多
々
あ
る
。
ワ
カ
メ
な
ど
の
海
藻
類
や

そ
の
他
の
農
産
物
な
ど
、
町
内
産
品
の
多

く
が
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
や
予
防
医
療
に

貢
献
す
る
。
科
学
的
根
拠
も
あ
る
。
地
域

経
済
だ
け
で
な
く
健
康
寿
命
延
伸
に
も
つ

な
が
る
町
内
産
品
の
「
六
次
産
業
化
」
に

つ
い
て
町
長
の
見
解
は
。

　
　
　
餅
は
餅
屋
で
と
い
う
考
え
方
に
な

る
。一
つ
の
手
本
は「
大
山
乳
業
」

で
、
農
家
が
生
産
し
、
自
前
の
工
場
、
販

売
は
京
阪
神
や
東
京
で
と
。
そ
れ
が
還
元

さ
れ
て
生
産
者
に
戻
っ
て
い
く
と
い
う
の

が
ひ
と
つ
の
形
。

　
　
　

太
陽
光
発
電
や
風
力
を
利
用
し
て

時
間
を
短
縮
し
て
乾
燥
さ
せ
た
り

す
る
シ
ス
テ
ム
が
で
き
れ
ば
、
販
売
価
格

も
下
が
る
。
技
術
革
新
を
見
込
ん
だ
「
新

た
な
六
次
産
業
化
」
に
向
け
、
町
が
旗
振

り
役
に
な
れ
な
い
か
。

　
　
　

鳥
取
の
総
合
商
社
も
苦
戦
し
て
い

る
。
と
は
い
え
何
か
の
き
っ
か
け

で
販
路
を
拡
大
し
て
い
く
と
い
う
手
法
は

考
え
る
必
要
が
あ
る
。
専
門
家
と
の
意
見

交
換
も
し
な
が
ら
考
え
て
い
く
。

問

答問答問答

問答

問 SDGs推進本部の設置を
提案する

答 企画政策課が中心と
なっている 小松町長

（質問） （答弁）（トータル）
質疑応答時間（ 12回 26分 ＋ 19分 ） 45分

前田 敬孝　議員

６次産業化に寄与する町内産品の成分と機能性
町内産物 主な成分 機能性

ブロッコリー スルフォラファン 抗酸化作用
（老化抑制）

ミニトマト リコピン
（カロテノイド）

抗酸化作用
（老化抑制）

海藻類 フコイダン 食後血糖値上昇抑制

桑葉 デオキシノジリマイシン 食後血糖値上昇抑制

※科学研究費助成データベースより抜粋

新型コロナウイルス感染症は、私
たちがこれまで経験したことのな
い状況をもたらしています。日々
の暮らしを一変させ、新たな社会
課題を突きつけています。
しかしながら、神奈川県内では、

アイデアと行動、そしてSDGsの
17番目のゴールであるパートナー

ＳＤＧｓアクションで新型コロナウイルス感染症を乗り越えよう

神奈川県のHPより

シップにより、誰一人取り残さな
い地域づくりに向け、地域のつな
がり・活力を維持していこうとす
る取組みが展開されています。
さらに、感染防止対策を講じ、

持続可能な　新たな日常　に向け
た事業の再起促進など経済を回し
ていく取組みが始動しています。
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一 般 質 問 一 般 質 問

歩
道
の
設
置

　
　
　
八
橋
小
学
校
西
側
通
学
路
で
車
両

の
単
独
事
故
が
発
生
し
た
。
当
該

道
路
に
歩
道
は
な
く
危
険
で
あ
り
歩
道
の

設
置
は
で
き
な
い
か
。

来
年
以
降
に

 

小
松
町
長

答
　
民
生
児
童
委
員
の
方
が
連
名
で
要
望
に

来
ら
れ
た
。
真
摯
に
受
け
止
め
、
で
き
る

と
こ
ろ
か
ら
取
り
組
み
た
い
。「
減
速
」

等
の
注
意
喚
起
の
道
路
標
識
の
整
備
、
通

学
路
標
識
は
9
月
ま
で
に
設
置
。
道
路
の

拡
幅
や
歩
道
の
設
置
は
来
年
以
降
検
討
す

る
。

安
全
確
保

 
田
中
教
育
長

答
　
毎
年
通
学
道
路
に
つ
い
て
、
安
全
確
保

を
考
え
て
点
検
し
て
い
る
。
当
該
道
路
で

は
東
側
を
一
列
で
登
校
す
る
よ
う
指
導
し

て
い
る
。

ト
レ
セ
ン
の
利
用

　
　
　
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

の
使
用
方
法
が
4
月
よ
り
変
更
さ

れ
た
。
そ
の
理
由
と
内
容
を
伺
う
。

管
理
業
務
の
見
直
し

 

田
中
教
育
長

答
　
理
由
は
、役
場
の
管
理
業
務
の
見
直
し
。

管
理
人
は
、
平
日
の
昼
間
の
み
。
夜
間
は

鍵
を
借
り
て
使
用
す
る
。
土
日
は
事
前
申

込
み
を
原
則
と
し
た
。

　
　
　
東
伯
総
合
体
育
館
で
の
受
付
は
可

能
か
。
ま
た
、
当
日
お
金
の
支
払

い
は
可
能
か
。

 

田
中
教
育
長

答
　
利
用
は
事
前
申
込
み
で
、
電
話
や

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
受
付
け
て
い
る
。
施
設
の

使
用
料
金
の
現
金
払
い
は
不
可
。
納
付
書

で
お
願
い
し
た
い
。
今
後
は
何
か
良
い
方

法
が
な
い
か
検
討
し
た
い
。

浦
安
駅
前
の
整
備

　
　
　
浦
安
駅
北
側
は
琴
浦
町
の
玄
関
口

で
も
あ
る
が
、
周
辺
に
空
き
地
が

目
立
っ
て
い
る
。
整
備
計
画
を
作
る
考
え

は
な
い
か
。

現
時
点
で
整
備
計
画
は
な
い

 

小
松
町
長

答
　
町
で
は
ま
な
び
タ
ウ
ン
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
を
計
画
し
て
い
る
。
多
く
の
町
民
の
声

を
聞
き
な
が
ら
進
め
た
い
。

カ
ウ
ベ
ル
ホ
ー
ル
を
ど
う
す
る

　
　
　
4
月
よ
り
利
用
を
停
止
し
、
対
応

を
考
え
る
と
さ
れ
た
が
、
ど
う

な
っ
た
か
。

再
開
は
困
難

 

小
松
町
長

答
　
再
開
の
可
能
性
を
検
討
し
た
が
、
現
時

点
で
多
額
の
修
繕
費
を
負
担
す
る
こ
と
は

難
し
い
。意

見
交
換
を
し
て
い
る

 

田
中
教
育
長

答
　
カ
ウ
ベ
ル
ホ
ー
ル
利
用
停
止
に
と
も

な
っ
て
、
利
用
者
と
活
動
場
所
、
方
法
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
実
施
し
て
い
る
。

　
　問

　
　問

　
　問

　
　問

　
　問

問 通学路に歩道設置を

答 真摯に考える
 小松町長

（質問） （答弁）（トータル）
質疑応答時間（ 12回 23分 ＋ 33分 ） 56分

桑本 賢治　議員

八橋小通学路
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一 般 質 問 一 般 質 問

環
境
問
題

　
　
　
　
　
　
　
海
岸
の
美
化

　
　
　
　
　
　
　
農
薬
の
空
散
反
対

　
海
岸
の
美
化
に
つ
い
て
、
岩
田
弘
さ
ん

が
地
道
な
活
動
を
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
生

き
方
に
感
動
し
、
敬
意
を
表
し
た
い
。
環

境
問
題
へ
の
町
民
意
識
が
高
ま
り
、
海
岸

の
美
化
が
少
し
で
も
前
進
す
る
こ
と
を
願

い
、
町
長
の
考
え
を
聞
き
た
い
。
ま
た
生

き
た
教
科
書
と
し
て
、
生
徒
た
ち
が
多
く

の
こ
と
を
学
び
、環
境
へ
の
意
識
を
深
め
、

地
元
の
自
然
を
愛
す
る
気
持
ち
を
醸
成

し
、
新
た
な
価
値
観
を
育
む
に
は
、
ど
う

す
べ
き
か
、
教
育
的
観
点
か
ら
問
う
。

「
海
の
神
さ
ま
」

 
小
松
町
長

答
　
岩
田
さ
ん
の
活
動
が
、
多
く
の
町
民
・

子
ど
も
た
ち
か
ら
賛
同・尊
敬
さ
れ
、「
海

の
神
さ
ま
」
と
慕
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
活

動
に
は
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
ば
か
り
だ
。

身
を
も
っ
て
知
る

 

田
中
教
育
長

答
　
ふ
る
さ
と
教
育
を
考
え
る
上
で
、
美
し

い
自
然
を
守
っ
て
い
く
こ
と
は
、
自
分
た

ち
の
誇
り
と
な
る
、
そ
れ
を
生
き
た
教
材

と
し
て
、
岩
田
さ
ん
が
体
現
し
て
お
ら
れ

る
。
生
徒
た
ち
も
一
緒
に
海
岸
清
掃
し
、

多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
生

き
方
、
生
き
ざ
ま
を
身
を
も
っ
て
感
じ
る

教
育
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
農
薬
の
影
響
で
、
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
、
タ
ガ

メ
と
い
っ
た
、
代
表
的
な
水
生
昆
虫
が
絶

滅
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
。
生
物
多
様
性

の
観
点
か
ら
、
人
間
の
エ
ゴ
に
よ
り
、
現

存
し
て
い
る
生
物
が
絶
滅
す
る
こ
と
に
対

し
、
人
は
責
任
を
取
る
べ
き
で
あ
り
、
ま

た
、
そ
う
い
っ
た
教
育
も
な
さ
れ
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

 

小
松
町
長

答
　
子
ど
も
た
ち
が
命
の
大
切
さ
を
感
じ
る

一
つ
の
き
っ
か
け
と
し
て
、
動
植
物
か
ら

学
ぶ
こ
と
は
多
い
。

 

田
中
教
育
長

答
　
子
ど
も
た
ち
に
も
生
き
物
の
連
鎖
の
重

要
性
を
説
き
、
自
分
た
ち
の
生
活
の
中
で

共
生
と
い
う
仕
組
み
を
教
え
た
い
。

　
世
界
で
は
、
わ
ず
か
17
歳
の
少
女
グ
レ

タ
さ
ん
が
CO2
問
題
で
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー

ダ
ー
と
な
っ
て
い
る
。
勇
気
を
も
っ
て
手

を
挙
げ
る
よ
う
な
教
育
が
本
町
で
も
な
さ

れ
て
い
る
の
か
。

　
正
し
い
こ
と
は
正
し
い
と
、
そ
れ
を
貫

い
て
い
く
教
育
は
絶
対
必
要
で
あ
り
、
推

し
進
め
て
い
く
。

 

小
松
町
長

答
　
教
育
に
よ
り
人
は
成
長
す
る
も
の
と
実

感
し
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
策

　　
コ
ロ
ナ
感
染
第
２
波
の
渦
中
に
あ
り
重

症
化
の
リ
ス
ク
を
避
け
る
た
め
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
希
望
者
全
員
助
成
を

要
望
す
る
。
ま
た
、
そ
の
こ
と
が
少
な
か

ら
ず
医
療
現
場
へ
の
経
済
的
支
援
に
つ
な

が
る
と
考
え
る
が
。

 

小
松
町
長

答
　
個
人
的
に
は
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
の
方
が
効

果
が
あ
る
と
思
う
が
、
よ
く
考
え
た
い
。

岩
田
さ
ん
か
ら
学
ぶ

問

絶
滅
を
危
惧

問
意
識
を
高
く

問

信
念
を
貫
く
教
育

 

田
中
教
育
長

答
ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成
を

問

問 環境問題、
 教育的観点からも

答 生きた教材、心の教育
 小松町長、田中教育長

（質問） （答弁）（トータル）
質疑応答時間（ 11回 21分 ＋ 25分 ） 46分

角勝 計介　議員
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一 般 質 問 一 般 質 問

コ
ロ
ナ
対
策

　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
猛

威
は
止
ま
ら
な
い
。
今
後
は
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
と
共
存
し
な
が
ら
、
長
期
化

を
視
野
に
入
れ
た
対
策
と
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
よ
り
一
層
の
対
策

と
体
制
づ
く
り
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

① 

県
内
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
行
動
計
画
を
作
成
し
て
い
る
自

治
体
も
あ
り
、
今
日
的
な
状
況
も
踏
ま

え
て
作
成
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

② 

感
染
防
止
対
策
に
お
け
る
医
療
機
関
と

の
連
携
し
た
体
制
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

　

 　
ま
た
、
県
外
出
張
等
で
感
染
し
た
例

も
あ
り
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
一
部
補
助
を

企
業
等
に
行
っ
て
は
。Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
、

感
染
防
止
と
経
済
対
策
を
図
る
た
め
に

も
積
極
的
な
社
会
的
検
査
と
し
て
、
体

制
を
整
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

③ 

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化
に
向

け
た
整
備
体
制
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　

 　
ま
た
、
特
に
学
校
に
お
け
る
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
も
試
行
的
に
行
わ
れ
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
整
備
等
に
課
題
が
あ
る
。

す
べ
て
の
子
ど
も
に
等
し
く
学
べ
る
環

境
を
早
急
に
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
。

④ 

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
誹
謗
中
傷
が
全

国
各
地
で
発
生
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
差

別
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

　

 　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
か
ら
み
ん
な
を

守
る
町
民
宣
言
な
り
、
誹
謗
中
傷
や
嫌

が
ら
せ
行
為
を
し
な
い
よ
う
呼
び
か
け

る
項
目
を
盛
り
込
ん
だ
条
例
制
定
の
考

え
は
な
い
か
。

基
本
は
変
わ
ら
な
い

 

小
松
町
長

答① 

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対
応
で
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
で
あ
ろ
う
が
、
コ
ロ
ナ
で
あ
ろ

う
が
、
基
本
は
変
わ
ら
な
い
。

② 

医
療
機
関
と
の
連
携
は
、
町
内
の
開
業

医
さ
ん
と
の
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
る
。

　

 　
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
、
今
は
行
政
検
査
と

い
う
こ
と
で
、
無
料
で
保
健
所
、
あ
る

い
は
外
来
接
触
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
て

お
り
、
鳥
取
県
内
で
入
院
患
者
ゼ
ロ
の

状
況
で
、
企
業
等
へ
補
助
し
て
検
査
す

る
意
味
が
何
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
考

え
な
が
ら
検
討
す
る
。

③ 

デ
ジ
タ
ル
化
は
加
速
度
的
に
進
ん
で
い
く
。

　
 　

小
学
校
一
年
生
か
ら
中
学
校
三
年
生

ま
で
一
人
一
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
、
県

内
で
最
初
。
ハ
ー
ド
の
整
備
が
で
き
ソ

フ
ト
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

④ 

コ
ロ
ナ
の
誹
謗
中
傷
に
関
し
、
３
町
合

同
で
作
成
し
た
啓
発
番
組
を
Ｔ
Ｃ
Ｃ
で

放
映
し
た
。

　

 

今
、
３
町
で
人
権
尊
重
宣
言
を
や
っ
た

ら
と
い
う
話
を
進
め
て
い
る
。

③ 

ハ
ー
ド
面
は
、ほ
ぼ
整
備
が
終
わ
っ
た
。

ソ
フ
ト
面
に
お
い
て
は
、
船ふ
な
の
え上

小
学
校

を
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
モ
デ
ル
授
業
の
推
進
校

と
し
て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
学
習
や
教
職
員

の
研
修
を
積
極
的
に
進
め
て
い
る
。

　

 　

ま
た
、
公
民
館
、
分
庁
舎
、
ま
な
び

タ
ウ
ン
、
各
学
校
に
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
環
境

を
整
備
し
て
い
る
。

④ 

鳥
取
県
教
育
委
員
会
か
ら
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
が
配
ら
れ
、
各
学
校
に
お
い
て

保
護
者
を
含
め
て
指
導
し
て
い
る
。

　
　問

研
修
の
充
実
を

 

田
中
教
育
長

答

問 新型コロナから
 みんなを守る町民宣言は

答 湯梨浜・北栄・琴浦の 
三町で検討中 小松町長

（質問） （答弁）（トータル）
質疑応答時間（ 11回 30分 ＋ 36分 ） 66分

澤田 豊秋　議員

船上小　ICT授業の様子
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一 般 質 問 一 般 質 問

「
特
定
外
来
生
物
」
の
駆
除
を

 

あ
の
「
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
」
が

一
向
平
に
ま
で
…

　
　
　
ミ
ド
リ
ガ
メ
や
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
、

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
な
ど
、
観
賞
用

や
食
用
で
導
入
さ
れ
た
も
の
が
繁
殖
し
在

来
種
の
生
態
系
を
脅
か
す
。
植
物
で
は
、

初
夏
に
黄
色
い
花
を
つ
け
る
オ
オ
キ
ン
ケ

イ
ギ
ク
が
町
内
で
も
見
ら
れ
る
が
、
つ
い

に
一い
っ
こ
う
が
な
る

向
平
で
も
繁
殖
し
始
め
た
。

　
平
成
18
年
、オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
が「
特

定
外
来
生
物
」
に
指
定
。

①
早
急
な
駆
除
と
植
栽
可
能
は
。

②
大
山
の
固
有
種
の
保
護
は
。

③
国
立
公
園
の
入
山
料
は
。

④ 

大
山
道み
ち

の
歴
史
を
生
か
し
た
観
光
の
展

開
は
。景

観
、
環
境
に
配
慮
し
た

施
策
の
展
開
を

答① 

気
が
付
い
た
と
こ
ろ
で
抜
き
取
る
作
業

を
し
て
い
る
。
特
別
地
域
で
の
植
栽
は

環
境
省
に
届
け
出
。

② 

景
観
保
全
を
意
識
し
、
一
向
平
キ
ャ
ン

プ
場
や
船
上
山
万
本
桜
公
園
の
樹
木
を

維
持
管
理
。

③ 

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、
任
意
の
入
山

料
徴
収
社
会
実
験
は
中
止
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

④ 

ア
ウ
ト
ド
ア
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
す
る

観
光
施
設
の
充
実
。広
域
観
光
を
推
進
。

軟
質
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
回
収

 

資
源
ご
み
の
行
方
は

　
　
　

６
月
か
ら
軟
質
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

回
収
を
試
行
。
実
施
状
況
と
ご
み

処
理
、
資
源
活
用
に
つ
い
て
問
う
。

① 

軟
質
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
回
収
か
ら
再
資

源
化
に
至
る
経
路
等
は
。

② 

次
年
度
以
降
、
４
店
舗
で
の
回
収
と
地

域
で
の
回
収
は
。

③ 

硬
質
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
資
源
リ
サ
イ
ク

ル
活
用
は
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

④ 

レ
ジ
袋
の
有
料
化
等
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
海
洋
流
出
問
題
や
、
地
球
温
暖

化
の
問
題
解
決
に
？

⑤ 

軟
質
プ
ラ
や
レ
ジ
袋
は
、
ご
み
焼
却
時

の
燃
料
と
な
っ
て
い
る
が
。　　
　
　
　

⑥
ご
み
の
輸
出
と
そ
の
先
の
処
理
は
。

分
別
回
収
で
ご
み
の
減
量

化
に
力
を
入
れ
て

答①
処
分
場
で
固
形
燃
料
化
に
。

②
将
来
は
地
域
で
も
回
収
を
検
討
。

③
国
の
動
向
を
見
な
が
ら
分
別
を
。

④  

問
題
解
決
に
緩
や
か
に
繋
が
る
。
環
境

学
習
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
に
。

⑤ 

軟
質
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、
固
形
燃
料
化

し
、
製
紙
会
社
で
再
利
用
。

⑥ 

廃
プ
ラ
輸
出
は
約
89
万
８
千
ト
ン
。
古

紙
は
約
３
千
ト
ン
。埋
立
や
不
法
投
棄
、

焼
却
、
海
へ
流
出
。

エ
ア
コ
ン
は
生
活
必
需
品

　
　
　
コ
ロ
ナ
対
策
支
援
も
弱
者
と
い
わ

れ
る
人
た
ち
に
と
っ
て
決
し
て
十

分
と
は
い
え
な
い
。

　
熱
中
症
対
策
、
そ
し
て
高
齢
者
の
ス

ト
ー
ブ
火
災
を
回
避
す
る
た
め
、
経
済
的

に
生
活
支
援
が
必
要
な
世
帯
に
、
エ
ア
コ

ン
設
置
の
助
成
を
。

　
　
　
公
平
性
に
考
慮
し
、
現
行
制
度
を

活
用
し
た
対
応
を
し
て
い
き
た
い
。

　
　問

　
　問

　
　問答

問 ①自然環境の保護と観光
②プラスチック資源活用とごみ処理
③生活支援が必要な世帯へエアコン設置を

答 ①特定外来種生物は駆除、自然を生かした観光を
②分別回収、資源活用でごみの減量を
③現行制度での対応となる 小松町長

（質問） （答弁）（トータル）
質疑応答時間（ ９回 30分 ＋ 22分 ） 52分

福本 まり子　議員

汚れや異物を取り除く作業…
NPO法人　東伯けんこう
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一 般 質 問 一 般 質 問

県
道
福
永
由
良
線

 

バ
イ
パ
ス
道
路
改
良
工
事

当
初
の
計
画
よ
り

 

大
幅
に
遅
れ
て
い
る
が

問
　
　
　
県
の
工
事
で
あ
る
。
区
間
分
け
を

し
て
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

用
地
取
得
が
問
題
で
あ
る
。

県
と
町
と
の
関
わ
り
は

問
用
地
交
渉
の
関
わ
り
、

 
地
元
の
方
の
紹
介
な
ど
。

答
着
工
か
ら

 

約
7
年
経
過
し
て
い
る

問
　
24
号
台
風
、
中
部
地
震
な
ど
で
予
算
が

つ
か
な
か
っ
た
か
。

延
期
の
要
因
は
予
算
面
と
、
土

地
の
関
係
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

答
大
杉
区
間
は
令
和
3
年
完
成
と

の
回
答
だ
っ
た
が
、福
永
区
間
は
。

問
福
永
区
間
は
用
地
交
渉
中

 

と
聞
い
て
い
る
。

答

　
　
　
最
終
的
に
は
中
部
総
合
事
務
所

内
、
県
の
整
備
局
に
要
望
に
行
く

し
か
な
い
の
か
。

条
件
が
整
え
ば
要
望
に

 

出
向
く
用
意
は
あ
る
。

答

現在の県道福永由良線

防
災
ラ
ジ
オ
の
導
入
は

防
災
ラ
ジ
オ
の
導
入
は

問
　
ス
マ
ホ
や
携
帯
電
話
を
持
た
ず
、
緊
急

速
報
メ
ー
ル
が
受
け
取
れ
な
い
高
齢
者
に

は
、
情
報
が
伝
わ
ら
な
い
と
思
う
。
防
災

ラ
ジ
オ
を
導
入
し
て
は
。

防
災
ラ
ジ
オ
の
普
及
の
状
況

問
　
２
０
１
９
年
の
統
計
で
は
、
全
区
市
町

村
の
74
％
に
当
た
る
１
２
８
０
団
体
、
総

務
省
は
未
だ
導
入
の
自
治
体
に
財
政
支
援

を
加
速
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

防
災
ラ
ジ
オ
の
導
入
事
業
が
あ

る
と
い
う
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。

答
防
災
ラ
ジ
オ
の
支
援
策
は

問
　
国
も
更
に
２
０
１
９
年
度
の
補
正
予
算

で
4
億
2
千
万
円
確
保
、
配
備
の
少
な
い

約
50
市
区
町
村
を
選
定
し
て
、
1
万
台
程

度
無
償
で
貸
し
付
け
る
。
ま
た
、
導
入
を

進
め
る
市
区
町
村
は
特
別
交
付
税
措
置
を

活
用
し
て
、
1
万
台
の
配
備
を
進
め
る
な

ど
、
支
援
策
を
講
じ
て
い
る
と
聞
い
て
い

る
。

　
現
時
点
で
は
防
災
ラ
ジ
オ
の
導
入
は
考

え
て
い
な
い
。
防
災
ア
プ
リ
の
導
入
を
検

討
中
。

答

問

情
報
を
伝
え
る
方
法
は
一

つ
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

答
本
町
で
は
戸
別
受
信
機
を

各
戸
に
整
備
し
て
い
る
。

答

問 ①県道福永由良線バイパス
　道路改良工事いつ完了するか
②防災ラジオの導入は

答 ①大杉区間は令和３年度完成予定
②現時点では導入考えていない
　防災アプリ導入準備中 小松町長

（質問） （答弁）（トータル）
質疑応答時間（ 11回 14分 ＋ 22分 ） 36分

手嶋 正巳　議員

ことうら議会だより　2020年11月１日　第66号―　15　―



一 般 質 問 一 般 質 問

「
薬
物
乱
用
の
危
険
性
」
の

 

学
習
は
進
ん
で
い
る
か

　
　
　

薬
物
乱
用
と
は
、
社
会
の
ル
ー
ル

か
ら
外
れ
た
方
法
や
目
的
で
薬
物

を
使
う
こ
と
で
、
覚
醒
剤
や
大
麻
な
ど
１

回
だ
け
の
使
用
で
も
乱
用
と
な
り
同
時
に

犯
罪
と
な
る
。

　
薬
物
乱
用
に
よ
る
事
故
が
後
を
絶
た
な

い
状
況
、
危
険
ド
ラ
ッ
グ
を
め
ぐ
っ
て
は

特
に
中
学
生
・
高
校
生
に
至
る
ま
で
違
法

薬
物
に
手
を
出
す
危
険
性
を
指
摘
し
て
い

る
。
学
校
で
の
学
習
の
進
め
方
は
。

「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」
運

動
が
展
開 

小
松
町
長

答
　
６
月
26
日
は
国
際
麻
薬
乱
用
撲
滅
デ
ー

で
国
民
一
人
ひ
と
り
の
薬
物
乱
用
問
題
に

関
す
る
認
識
を
高
め
る
た
め「
ダ
メ
。ゼ
ッ

タ
イ
。」
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

７
校
全
て
学
習
し
て
い
る

 

田
中
教
育
長

答
　
町
内
の
７
校
全
て
で
薬
物
乱
用
に
つ
い

て
学
習
は
行
っ
て
い
る
。
特
に
こ
の
う
ち

６
校
は
学
校
保
健
計
画
に
位
置
づ
け
て
実

施
。
外
部
の
学
校
薬
剤
師
、
警
察
の
方
が

来
て
い
る
。

　
米
子
に
西
部
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

が
あ
る
よ
う
だ
。
ま
た
、
生
の
声
を
聞
け

る
「
鳥
取
ダ
ル
ク
」
も
あ
る
。
本
当
に
薬

物
は
恐
ろ
し
い
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
、

年
に
数
回
学
習
の
時
間
を
計
画
す
る
こ
と

は
難
し
い
の
か
。　

年
間
計
画
で
は
１
回

 

田
中
教
育
長

答
　
学
校
に
よ
っ
て
１
回
が
１
時
間
ま
た
は

２
時
間
の
と
こ
ろ
も
あ
る
。
１
回
以
上
行

う
こ
と
は
学
校
現
場
に
お
い
て
非
常
に
難

し
い
状
況
。

町
独
自
で
指
導
員
の
育
成
は

問
　
地
域
や
学
校
で
Ｐ
Ｒ
活
動
を
展
開
す
る

た
め
の
指
導
員
で
、
県
も
啓
発
の
推
進
、

摘
発
の
強
化
そ
し
て
再
発
防
止
の
た
め
の

支
援
体
制
の
充
実
を
重
点
的
に
掲
げ
て
い

る
。指
導
員
の
育
成
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

状
況
を
見
な
が
ら
検
討

 

小
松
町
長

答
　
通
常
の
活
動
の
中
で
県
の
指
導
員
に
話

を
す
る
考
え
方
も
あ
る
と
思
う
。

　
特
に
今
で
き
る
と
こ
ろ
は
県
の
指
導
員

と
相
談
し
な
が
ら
町
単
独
で
指
導
員
が
必

要
な
の
か
検
討
す
る
手
順
で
考
え
て
い
き

た
い
。

学
校
と
教
育
委
員
会
が

 

一
体
と
な
っ
て

問
　
「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」
の
合
い
言
葉
の

ポ
ス
タ
ー
を
中
学
校
の
生
徒
に
描
か
せ
る

こ
と
は
無
理
か
。
学
校
と
教
育
委
員
会
が

一
体
と
な
っ
て
ポ
ス
タ
ー
を
描
い
て
も
ら

い
た
い
と
思
う
が
。

可
能
な
方
法
が
あ
れ
ば
対
応

 

田
中
教
育
長

答
　
授
業
の
中
に
取
り
入
れ
て
や
る
こ
と
は

難
し
い
と
考
え
る
。
中
学
校
が
駄
目
か
と

い
う
と
そ
う
で
は
な
い
の
で
、
他
の
や
り

方
も
考
え
ら
れ
る
。
中
学
校
と
話
を
し
な

が
ら
、
可
能
な
方
法
が
あ
れ
ば
対
応
し
て

い
け
れ
ば
と
思
う
。

　
　問

年
間
何
回

 

学
習
し
て
い
る
の
か

問

問 薬物乱用防止の
 学習と啓発

答 ①「ダメ。ゼッタイ。」運動が展開 小松町長
② ７校全て薬物乱用について学習は行っている
 田中教育長

（質問） （答弁）（トータル）
質疑応答時間（ 12回 20分 ＋ 25分 ） 45分

新藤 登子　議員

「ダメ。ゼッタイ。」の合い言葉
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一 般 質 問 一 般 質 問

町
内
、地
域
で
の
女
性
の
社
会
進
出
は

 

「
８
人
目
の
敵
」
に
あ
り

町
内
で
の
女
性
の
社
会
進

出
が
低
い
の
は

問
　
東
京
一
極
集
中
是
正
の
か
な
め
は
、
女

性
の
社
会
流
出
の
低
減
と
い
わ
れ
る
。

デ
ー
タ
で
は
県
の
女
性
の
流
出
は
意
外
と

少
な
い
。
女
性
の
ス
ト
レ
ス
オ
フ
を
は
じ

め
、
社
会
的
な
条
件
は
よ
い
よ
う
だ
し
、

公
務
員
の
管
理
職
の
割
合
も
高
い
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
町
会
議
員
・
農
業
委
員
な

ど
は
少
な
く
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
員
、
町
内
会

の
区
長
・
役
員
は
な
り
手
が
少
な
い
。
担

い
手
と
し
て
は
出
て
い
る
が
あ
く
ま
で
育

児
・
家
事
の
延
長
だ
。ど
う
解
決
し
た
ら
。

公
が
こ
う
し
な
さ
い
 

と
は
言
え
な
い

答
　
女
性
の
社
会
進
出
の
話
だ
が
、
あ
る
面

で
は
そ
の
と
お
り
だ
が
、
世
代
ご
と
に
変

わ
っ
て
き
て
い
る
。
家
庭
の
中
で
、
夫
婦

の
家
事
分
担
を
、
公
が
こ
う
し
な
さ
い
と

い
う
話
に
は
な
り
に
く
い
。

「
８
人
目
の
敵
」に
な
ら
な
い
で

問
　
資
料
の
コ
ラ
ム
で
「
結
婚
前
、
姑
に
男

は
家
を
出
れ
ば
７
人
の
敵
が
い
る
、
妻
と

し
て
支
え
よ
と
言
わ
れ
た
。
共
働
き
で
、

子
ど
も
が
熱
を
出
す
と
夫
婦
の
ど
ち
ら
が

休
む
か
で
口
論
に
な
っ
た
。
収
入
が
夫
を

越
え
る
よ
う
に
な
り
、
帰
宅
時
間
が
遅
い

と
夫
は
不
機
嫌
に
な
り
、
疲
れ
果
て
た
私

を
無
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
妻
に
仕
事

を
任
せ
、
仕
事
に
没
頭
で
き
、
帰
れ
ば
夕

飯
が
用
意
し
て
あ
る
同
僚
男
性
と
比
べ
、

自
分
が
哀
れ
で
涙
が
出
た
。
女
だ
っ
て
家

を
出
れ
ば
７
人
の
敵
が
い
て
、
加
え
て
ウ

チ
に
８
人
目
の
敵
が
い
る
」
と
あ
っ
た
。

こ
の「
８
人
目
の
敵
」に
つ
い
て
ど
う
か
。

「
自
分
ご
と
」と
し
て

 

考
え
行
動

答
　
（
家
事
分
担
等
を
）
家
庭
の
中
で
ど
う

変
え
て
い
く
か
と
い
う
答
え
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
家
庭
の
話
に
な
る
が
、
役
場
の
職
員

等
が
「
自
分
ご
と
」
と
し
て
考
え
て
、
ど

う「
８
人
目
の
敵
」に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

行
動
を
起
こ
さ
ね
ば
変
わ
ら
な
い
。

低
投
票
率
は

 

大
雪
の
せ
い
だ
け
で
は
な
い

小
選
挙
区
制
と

 

合
併
の
影
響
で
は

問
　
先
回
の
町
議
選
の
54
・
62
％
と
い
う
低

投
票
率
の
原
因
に
答
え
て
、
選
管
の
委
員

長
は
、
①
大
雪
②
無
投
票
か
と
の
報
道
③

関
連
し
て
低
調
④
町
政
へ
の
関
心
の
変
化

と
し
て
い
る
。
が
、
旧
町
時
代
か
ら
推
移

を
見
る
と
❶
１
９
９
６
年
の
衆
院
選
の

「
小
選
挙
区
制
」
導
入
ま
で
は
両
町
と
も

90
％
台
を
保
っ
て
い
た
が
、減
り
始
め
た
。

❷
２
０
０
４
年
の
合
併
に
い
き
な
り
80
％

を
切
り
、
回
を
追
っ
て
低
下
し
て
い
る
。

そ
こ
が
問
題
だ
と
思
う
が
。

指
摘
の
と
お
り
、
と
私
も
分

析
し
て
い
る 

坂
口
選
管
委
員
長

答
顔
見
え
る
政
見
放
送
を

問
　
候
補
者
の
顔
が
見
え
な
い
の
も
要
因
。

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
で
政
見
放
送
は
。

町
議
選
で
は
活
用
が
…
（
問

い
合
せ
中
） 

坂
口
選
管
委
員
長

答

問 ①「８人目の敵」になるな
②町議選にTCC政見放送を

答 ①各家庭内で「自分ごと」と考える 小松町長
② 町議選では不可（ただし問い合せ中） 坂口選管委員長
　※次回選挙から「公選制・供託金導入」 小松町長

（質問） （答弁）（トータル）
質疑応答時間（ ８回 30分 ＋ 15分 ） 45分

押本 昌幸　議員

合
併
↓

無
投
票
↓

↑
衆
院
小
選
挙
区
制

赤碕％

東伯％

（琴浦町図書館調べを基に作成）
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一 般 質 問 一 般 質 問

調
停
の
主
題
は

　
　
　

上
伊
勢
の
地
籍
調
査
に
つ
い
て
鳥

取
地
裁
で
最
初
に
「
調
停
」
が
行

わ
れ
た
が
、
こ
の
調
停
の
主
題
は
何
で

あ
っ
た
の
か
知
っ
て
い
る
の
か
。

詳
細
は
記
憶
し
て
い
な
い

 

小
松
町
長

答
　
詳
細
な
中
身
は
記
憶
し
て
い
な
い
が
、

調
停
が
あ
っ
た
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。

公
式
見
解
は
生
き
て
い
る
か

　
　問

　
調
停
は
、地
籍
調
査
が
正
し
い
と
町（
税

務
課
）
が
譲
ら
な
い
か
ら
、
払
い
下
げ
で

解
決
を
目
指
し
、
建
設
課
が
部
落
の
同
意

を
条
件
に
し
た
。
だ
か
ら
上
伊
勢
部
落
の

区
長
が
相
手
だ
っ
た
。
元
は
、
地
籍
調
査

が
正
し
い
と
い
う
公
式
見
解
だ
が
、
こ
の

見
解
は
今
で
も
生
き
て
い
る
の
か
。

そ
の
時
は
そ
う
主
張

 

小
松
町
長

答
　
裁
判
で
境
界
は
こ
こ
だ
と
決
ま
っ
た
わ

け
だ
か
ら
、
そ
の
時
は
そ
う
主
張
し
て
い

た
と
い
う
こ
と
だ
。

　
こ
の
議
場
で
地
籍
調
査
の
誤
り
を
質
問

し
た
ら
、
当
時
の
税
務
課
長
は
「
２
０
０

件
ほ
ど
あ
り
、
そ
の
う
ち
１
８
０
件
の
誤

り
で
修
正
し
た
」
と
答
弁
し
た
。
そ
の
誤

り
の
訂
正
・
登
記
費
用
は
誰
が
払
っ
た
の

か
、
ど
う
い
う
処
置
を
し
た
の
か
。

答
弁
用
意
し
て
い
な
い

 

小
松
町
長

答
　
事
前
の
質
問
要
旨
に
な
い
の
で
答
弁
を

用
意
し
て
い
な
い
。

職
権
で
す
る
の
か

　
　問

　
日
常
業
務
の
地
籍
調
査
と
し
て
誤
り
を

処
理
す
る
場
合
、
誰
が
財
政
負
担
を
す
る

の
か
。
職
権
で
登
記
を
す
る
の
か
。

十
把
ひ
と
か
ら
げ
で
は
な
い

 

小
松
町
長

答
　
２
０
０
件
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
に
よ
っ
て

対
応
し
て
い
る
。
十
把
ひ
と
か
ら
げ
と
い

う
話
で
は
な
い
。

原
状
回
復
の
責
任
は
ど
こ
？

　
　問

　
地
籍
調
査
で
境
界
を
変
え
た
と
い
う
こ

と
は
、
元
の
境
界
を
移
動
し
て
い
る
。
判

決
は
、
元
の
境
界
が
真
正
な
境
界
だ
と

言
っ
て
い
る
。

　
登
記
し
な
い
と
権
利
は
移
ら
な
い
。
地

籍
調
査
の
境
界
を
不
服
と
し
て
裁
判
に

な
っ
た
の
だ
か
ら
、
原
状
回
復
の
責
任
は

ど
こ
に
あ
る
。
町
は
、
当
事
者
に
あ
る
と

い
う
が
こ
れ
は
道
理
が
通
ら
な
い
。
判
決

に
基
づ
き
変
わ
る
と
答
弁
し
た
。
そ
こ
を

聞
い
て
い
る
。

町
が
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 

小
松
町
長

答
　
判
決
で
は
、
登
記
は
誰
が
す
る
と
な
っ

て
い
な
い
。
相
手
方
が
登
記
す
る
と
判
断

し
て
い
た
。
相
手
方
が
登
記
し
、
請
求
さ

れ
た
。
弁
護
士
に
相
談
、
こ
れ
は
町
が
登

記
料
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い

う
こ
と
で
今
回
上
程
し
て
い
る
。

　
判
決
で「
ず
さ
ん
」と
言
わ
れ
て
い
る
。

地
権
者
が
負
担
す
る
と
こ
ろ
だ
が
町
が
負

担
す
べ
き
と
助
言
を
受
け
た
。

問

登
記
費
用
誰
が
払
っ
た

　
　問

青亀 壽宏　議員

問 調停の中身は何だったのか

答 調停のことは承知している
 小松町長

（質問） （答弁）（トータル）
質疑応答時間（ 24回 30分 ＋ 28分 ） 58分

当該地の道路台帳の横断面図
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一 般 質 問 一 般 質 問

地
籍
調
査
記
録
は

　
　
　
① 

隣
地
所
有
者
の
立
会
い
の
無
い

場
合
の
境
界
確
定
方
法
は
。

② 

赤
線
、
青
線
、
公
有
地
の
境
界
確
定
方

法
は
。

③
地
籍
調
査
推
進
員
の
選
出
方
法
は
。

④
地
籍
調
査
票
の
保
存
期
間
は
。

⑤ 

上
伊
勢
境
界
確
定
請
求
事
件
裁
判
結
果

後
の
取
り
組
み
対
応
は
。

法
令
に
準
拠

 

大
田
税
務
課
長

答①
・
代
理
人
へ
の
立
会
い
の
委
任

　
・ 

立
会
い
欠
席
者
の
隣
接
土
地
所
有
者

が
出
席
の
場
合
、
仮
杭
を
設
置
し
、

後
日
確
認
。

　
・
図
面
等
の
送
付
に
よ
る
確
認
。

　

 

以
上
の
方
法
で
土
地
所
有
者
が
確
認
さ

れ
な
い
場
合
、
地
籍
図
が
筆
界
を
表
示

し
な
い
状
態
と
な
る
「
筆
界
未
定
」
と

い
う
処
理
に
な
る
。

② 

公
図
に
基
づ
き
調
査
を
行
う
。
立
会
い

は
町
県
等
の
管
理
担
当
課
職
員
、
隣
接

土
地
所
有
者
が
行
い
、
筆
界
確
認
、
赤

線
、
青
線
に
つ
い
て
は
、
同
行
す
る
地

籍
調
査
推
進
員
へ
の
聞
き
取
り
を
行
う
。

③ 

調
査
区
域
ま
た
は
そ
の
近
隣
の
自
治
会

へ
選
出
依
頼
し
選
定
さ
れ
る
。

④ 

保
管
義
務
の
法
令
等
の
規
定
は
あ
る

が
、保
存
期
間
は
規
定
さ
れ
て
い
な
い
。

本
町
で
は
、
重
要
な
資
料
で
あ
る
の
で

永
年
保
存
文
書
と
し
て
い
る
。

登
記
費
用
町
負
担

 

小
松
町
長

答⑤ 

登
記
権
利
者
が
実
施
し
た
地
図
訂
正
及

び
地
籍
更
生
登
記
に
係
る
経
費
を
町
が

負
担
す
る
こ
と
と
し
、
９
月
補
正
予
算

に
提
案
し
て
い
る
。

防
災
計
画
で
き
て
い
る
か

　

 　
　
① 

コ
ロ
ナ
禍
の
避
難
所
及
び
町
内

で
コ
ロ
ナ
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生

　
し
た
場
合
の
対
応
は
。

② 

あ
ら
ゆ
る
災
害
に
対
し
て
、
身
体
の
不

自
由
な
方
、
日
本
語
が
理
解
で
き
な
い

方
へ
の
対
応
。

③ 

船
上
山
ダ
ム
、
小こ

田だ

股ま
た
ダ
ム
、
西
高
尾

ダ
ム
の
豪
雨
時
に
お
け
る
事
前
放
流
、

緊
急
放
流
等
、
ま
た
、
ダ
ム
決
壊
を
想

定
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
。

④ 
島
根
原
発
事
故
発
生
時
、
約
七
千
名
が

琴
浦
町
に
避
難
予
定
へ
の
対
応
。

個
々
に
対
応
し
て
る

 

小
松
町
長

答① 

陽
性
患
者
や
接
触
者
の
調
査
な
ど
は
県

が
実
施
し
、
町
は
情
報
提
供
や
患
者
家

族
の
生
活
支
援
等
を
実
施
。

② 

身
体
が
不
自
由
な
方
に
対
し
て
は
、
支

え
愛
マ
ッ
プ
づ
く
り
を
活
用
し
、
自
治

会
等
と
連
携
し
て
、
避
難
時
の
対
応
を

行
う
。

③ 

豪
雨
時
等
緊
急
時
の
ダ
ム
管
理
に
つ
い

て
は
、
既
存
ダ
ム
の
洪
水
調
節
機
能
の

強
化
に
向
け
た
取
組
み
と
し
て
、
今
年

8
月
に
、
県
、
農
政
局
、
町
（
琴
浦
町
、

北
栄
町
）
で
治
水
協
定
締
結
。
ダ
ム
決

壊
時
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
考
え
は
今

は
な
い
が
、
県
と
相
談
し
た
い
。

④ 

原
子
力
災
害
対
策
は
、
県
、
米
子
市
、

境
港
市
が
中
心
と
な
っ
て
実
施
し
、
町

は
、
避
難
所
運
営
や
県
等
の
支
援
を
実

施
す
る
計
画
だ
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は

調
査
中
で
あ
る
。

問

問

高塚 勝　議員

問 ダム決壊
 ハザードマップは

答 県に相談 小松町長

（質問） （答弁）（トータル）
質疑応答時間（ 19回 21分 ＋ 26分 ） 47分

船上山ダム

小田股ダム
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一 般 質 問 一 般 質 問

閉
校
舎
の
利
活
用

 　
閉
校
と
な
っ
た
小
学
校
・
保
育
園
の
利

活
用
に
つ
い
て
進
ち
ょ
く
状
況
は
ど
う

か
、
地
元
の
意
見
集
約
は
進
展
し
て
い
る

の
か
。

　
　
　
問
い
か
け
を
地
元
に
す
る
と
、
何

も
問
題
な
い
と
い
う
話
に
な
る
。

そ
こ
で
町
が
あ
る
程
度
た
た
き
台
を
示
す

べ
き
と
い
う
話
が
出
て
い
る
。
図
面
を
広

げ
な
が
ら
話
を
す
れ
ば
、
少
し
進
む
と

思
っ
て
い
る
。

　
こ
う
利
用
し
て
ほ
し
い
、
そ
う
い
う
気

持
ち
は
な
い
の
か
。

　
財
源
を
考
え
た
ら
、3
つ
あ
る
保
育
園
、

小
学
校
、
公
民
館
が
1
か
所
に
ま
と
ま
る

こ
と
が
理
想
型
と
考
え
る
。

　
建
物
を
評
価
し
て
、
ど
う
活
用
し
て
い

く
か
と
い
う
視
点
で
検
討
し
て
ほ
し
い
が
。

　
一
つ
の
や
り
方
は
そ
の
地
元
に
出
す
こ

と
、
申
し
訳
な
い
が
賄
っ
て
い
た
だ
く
進

め
方
が
大
き
な
柱
。
次
の
話
に
な
れ
ば
、

一
緒
に
な
っ
て
一
つ
の
建
物
に
入
っ
て
い

た
だ
く
方
向
性
と
考
え
て
い
る
。

退
職
金
に
つ
い
て

　
行
財
政
改
革
は
待
っ
た
な
し
だ
。
関
心

の
高
い
町
長
・
副
町
長
の
退
職
金
の
支
給

額
は
い
く
ら
か
、妥
当
な
金
額
と
思
う
か
。

　
町
長
の
場
合
は
基
本
給
が
82
万
７
０
０

０
円
×
20
か
月
、
副
町
長
の
場
合
は
66
万

２
０
０
０
円
×
11
・
2
か
月
。
こ
れ
が
高

い
か
安
い
か
、
ど
う
思
う
か
コ
メ
ン
ト
は

な
い
。
決
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
認
識
。

　
町
民
は
問
題
意
識
を
持
っ
て
見
て
お
ら

れ
る
。聞
か
れ
た
時
に
答
え
ま
せ
ん
と
か
、

そ
れ
で
良
い
の
か
な
と
思
う
が
。

　
よ
う
答
え
ま
せ
ん
と
言
っ
た
の
は
、
い

い
か
ど
う
か
と
い
う
判
断
。
東
伯
中
学
校

で
生
徒
に
話
を
す
る
機
会
が
あ
っ
て
給
料

は
い
く
ら
か
聞
か
れ
て
、
82
万
７
０
０
０

円
、
年
間
１
１
０
０
万
円
く
ら
い
と
言
っ

た
ら
、
生
徒
が
「
ふ
ー
ん
」
と
言
っ
た
。

　
資
料
請
求
を
し
て
い
る
が
元
年
度
で
県

外
出
張
が
両
名
で
述
べ
60
回
余
り
、
金
額

２
１
０
万
円
。
今
年
度
は
被
災
地
視
察
、

熱
中
小
学
校
の
受
講
と
あ
り
、
20
万
円
余

り
が
現
在
支
出
さ
れ
て
い
る
。
聖
域
な
く

切
り
込
む
覚
悟
が
な
い
と
、
い
ろ
ん
な
こ

と
は
で
き
な
い
の
で
は
。

　
通
常
10
、11
月
は
毎
週
東
京
に
行
く
が
、

ど
う
な
る
か
分
か
ら
な
い
。
県
外
出
張
よ

り
い
ろ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
毎
日
大
変

だ
な
と
言
わ
れ
る
。
行
財
政
改
革
を
す
る

中
で
出
て
く
る
な
ら
、
や
る
べ
き
と
思
う

が
、
最
初
か
ら
あ
り
き
で
は
な
い
。

地
元
の
意
見
集
約
は

　
　問答

気
持
ち
は
な
い
の
か

　
　問

1
か
所
に
ま
と
ま
る
こ
と

答
内
部
検
討
を

　
　問

限
界
が
あ
る

答
退
職
金
は
妥
当
か

　
　問

決
め
ら
れ
て
い
る

答
そ
れ
で
良
い
の
か

　
　問

生
徒
が「
ふ
ー
ん
」と
言
っ
た

答
聖
域
な
く
切
り
込
ん
で

　
　問

最
初
か
ら
あ
り
き
で
は
な
い

答

大平 高志　議員

問 閉校舎の利活用は

答 町がたたき台を示す
 小松町長

（質問） （答弁）（トータル）
質疑応答時間（ 36回 27分 ＋ 43分 ） 70分
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一 般 質 問 一 般 質 問

オ
ン
ラ
イ
ン
全
国

 

移
住
フ
ェ
ア
の
開
催
を

① 

山
口
県
周
防
大
島
町
は
新
し
い
「
コ
ロ

ナ
移
住
」
を
進
め
5
月
31
日
オ
ン
ラ
イ

ン
に
よ
る
全
国
規
模
の
移
住
フ
ェ
ア
を

企
画
・
実
施
し
、
全
国
38
都
府
県
・
138

団
体
が
出
展
し
て
、
173
人
が
参
加
。
関

東
を
中
心
に
北
海
道
か
ら
沖
縄
・
海
外

か
ら
の
参
加
者
も
あ
り
、
従
来
の
移
住

フ
ェ
ア
な
ら
、
開
催
地
近
郊
の
人
し
か

来
場
し
な
い
。
だ
が
オ
ン
ラ
イ
ン
の
場

合
、
自
宅
か
ら
参
加
で
き
る
。
参
加
者

の
92
％
が
満
足
。

　

 　
移
住
相
談
窓
口
で
は
、
移
住
相
談
の

件
数
が
1
割
増
え
た
。

　

 　
ま
た
「
島
時
々
半
島
ツ
ア
ー
」
1
泊

2
日
ツ
ア
ー
で
3
割
の
移
住
増
加
。
観

光
要
素
を
排
除
し
、
生
活
に
必
要
な
情

報
を
盛
り
込
ん
だ
移
住
体
験
ツ
ア
ー

等
、コ
ロ
ナ
禍
で
の
地
方
政
策
と
し
て
、

オ
ン
ラ
イ
ン
全
国
移
住
フ
ェ
ア
を
企

画
・
発
信
し
な
い
か
。

② 

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
コ
ロ
ナ
共
存
時
代

の
「
救
世
主
」
か
。
鳥
取
県
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
の
連
携
に
つ
い
て
、
ま
た
関

係
人
口
（
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
・
サ
テ
ラ
イ

ト
オ
フ
ィ
ス
等
）
創
出
拡
大
事
業
は
ど

の
よ
う
に
展
開
し
よ
う
と
し
て
い
る
の

か
。　

① 

コ
ロ
ナ
禍
で
の
東
京
一
極
集
中
か
ら
、

地
方
回
帰
が
起
こ
っ
て
お
り
、
今
新
し

い
デ
ジ
タ
ル
化
の
中
、
琴
浦
町
に
合
っ

た
や
り
方
を
模
索
し
て
い
る
。

　

 　
待
っ
て
い
て
も
だ
め
で
、
全
国
に
仕

掛
け
て
い
き
た
い
。

② 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
で

導
入
し
た
在
宅
勤
務
を
き
っ
か
け
に
、

休
暇
先
で
働
く
「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

へ
の
関
心
が
高
ま
る
中
、
昨
年
11
月

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
自
治
体
協
議
会
に
参

加
し
、
利
用
誘
致
に
今
年
よ
り
予
算
化

し
て
い
る
。

　

 　
国
立
公
園
内
の
一
向
平
の
建
物
に
Ｗ

ｉ-

Ｆ
ｉ
機
能
が
あ
り
、
あ
と
キ
ャ
ン

プ
場
内
を
ど
う
す
る
の
か
検
討
し
て
い

る
。

　
 　

9
月
25
日
、
三
菱
総
研
と
熱
中
小
学

校
の
協
催
に
よ
る
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
等

の
セ
ミ
ナ
ー
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
か

れ
、
堀
田
氏
が
報
告
す
る
予
定
。

　

 　
鳥
取
県
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
の
連
携

は
担
当
の
室
長
に
来
て
も
ら
い
、
熱
中

小
学
校
の
話
も
し
な
が
ら
、
県
内
で
の

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
組
み
を
聞

き
、
県
か
ら
琴
浦
町
は
最
先
端
を
い
っ

て
い
る
と
評
価
を
も
ら
っ
た
。
県
主
催

の
相
談
会
も
あ
り
、
県
の
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
も
連
携
し
な
が
ら
意
見
交
換

を
し
て
い
る
。

　
関
係
人
口
（
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
・
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
・
共
同
オ
フ
ィ
ス
）
創
出

事
業
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
昨
年
プ
ラ
チ
ナ
シ
テ
ィ
ー
と
い
う
こ
と

で
、
プ
ラ
チ
ナ
大
賞
を
受
け
た
。
そ
の
と

き
の
代
表
は
小
宮
山 

宏
氏
で
、
三
菱
総

研
の
理
事
長
。
10
月
熱
中
小
学
校
の
開
校

式
に
、
三
菱
地
所
顧
問
の
竹
歳 

誠
氏
（
熱

中
小
学
校
の
校
長
）、
日
本
郵
政
の
増
田

氏
を
含
め
人
と
の
縁
を
大
事
に
し
、
今
後

は
三
菱
総
研
・
三
菱
地
所
と
も
連
携
を
図

り
、
熱
中
小
学
校
・
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

進
め
て
い
き
た
い
。

移
住
フ
ェ
ア
の
企
画
・

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
　問

オ
ン
ラ
イ
ン
で
全
国
に
仕
掛
け

て
い
き
た
い

答

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
等
の

整
備
は

　
　問

三
菱
総
研
・
三
菱
地
所
と
の

連
携
を
視
野
に

答

桑本 始　議員

問 ワーケーション（仕事と休暇）は
コロナ共存時代の 「救世主」 か

答 関係人口創出拡大につ
ながる 小松町長

（質問） （答弁）（トータル）
質疑応答時間（ ８回 27分 ＋ 17分 ） 44分
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　2019年11月に中国・武漢市で発生した 「原因不明の発熱」 は、当初日本人にとってはまさしく 「対岸の火事」
であった。船内で712人の感染が確認された大型クルーズ船が横浜港に入港する映像を見ても、予想だにしなかっ
た。その後町内の店頭からマスクや消毒液が消え、卒業式や入学式、身近な冠婚葬祭でさえ中止や縮小することに
なった。
　グローバル化（社会的・経済的な関係が地球規模にまで拡大すること）の負の部分が瞬く間に日本の隅々にまで
及んだ。まもなく１年が経過するが、解決の糸口は見えない。９月終わりには新型コロナ感染症による世界全体の
死者数が100万人を超えた。多くの命が失われただけでなく、経済的に困窮する人や、生活の変化により、不安や
ストレスで心が疲弊する人も激増しており、経済的な援助だけではなく心のケアも重要な課題である。

　　　　　　　　　　　　　　　（resilient）

　コロナ禍が終焉を迎えても、いつまた同様の禍
わざわい
に見舞われるか予想できない。しかし何かが起こったとしても、

高い持続可能性をもち、若竹のようにしなやかで強靭、かつ回復力のある社会（レジリエントな社会）の構築に向
かっていれば、それだけ早い対応が可能になる。行政の果たすべき役割がかつてないほど大きなものとなっている。
　感染防止対策と並行して、経済対策、さらに従来の社会課題に加え、未知の課題にも柔軟に対応する必要がある。
レジリエントで環境的・社会的・経済的にバランスの取れた 「持続可能な社会」 を実現するためには、行政が中心
となってコロナ対策を進めながら、一定のルールの中、それぞれの役割を持った民間企業、教育機関、市民団体そ
して地域の住民がまちづくりに参加して、協働することが重要である。それぞれがパートナーシップを組んで
SDGs（持続可能な開発目標）を推進することが、大きな柱であり羅針盤になる。

　　　　　　　　　　　　　　　（世界的大流行）

　「新型コロナウイルスとの共存」 や 「新たな生活様式の構築」 など、状況はまったく異なってきた。コロナ禍の
終息がいまだ見込めない中、国連のリポートは、「動物由来の感染症は自然環境と密接に結びついており、各国が
一緒になって環境問題に取り組まなければ、再びパンデミックが起きるだろう。」 と警告している。

　琴浦町議会基本条例の前文には、「議会は町民福祉の向上と町政の発展に貢献する責任があり、さらに議会への
町民の参画を促進することで、開かれた議会を実現し、町民福祉の向上と町政の発展のため、町民の意見を最大限
に反映させる義務がある。」と記されている。
　議会はコロナ禍からの教訓を踏まえ、「町民福祉の向上と町政の発展」の持続可能性をもとめ、強靭でしなやかで
回復力のある、さらに自然と人が集まってくるような「魅力的な琴浦町」の実現に向けた取り組みが求められている。

マスクが店頭から消えた‼

レジリエントな社会とは

パンデミックは再来する

琴浦町議会の役割

　国は自治体において、SDGsを活用することで、客観的な自己分析により特に注力すべき政策課題の明確
化や経済・社会・環境の三側面の相互関連性の把握による政策の推進の全体最適化が実現するとしています。
また自治体と各ステークホルダー（利害関係者）間において、SDGsという共通言語を持つことにより、政
策目標の共有と連携促進、パートナーシップの真価が実現するとしています。

� 出典　内閣府SDGs推進本部・地方創生SDGsアクションプラン2018より抜粋

SDGsと地方創生

SDGsを基本理念に 据える新型コロナ対策
　　　　　　　　　　　【持続可能で  レジリエントなまちづくり】
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感染症対応地方創生臨時交付金事業（令和２年７月臨時議会分より一部抜粋）と
関連するSDGs（持続可能な開発目標）

　快適に暮らすための住環境の向上と改築工事の発
注を促進するため、住宅の修繕・改修を支援。

事業概要

	 1,000万円
予　　算

建築業応援！住宅の修繕・改修助成金事業
事 業 名

関連する SDGs

　まなびタウンとうはくにおいて町民の求める新た
な機能・役割の視点を取り入れ、コロナ後の社会に
対応した新たな公共施設へとリニューアル。

事業概要

	 1,600万円
予　　算

コロナ後の社会に対応した
まなびタウンリニューアル事業

事 業 名

関連する SDGs

　持続可能な地域交通の再編計画を策定するため、
無作為抽出で選定し、応募のあった町民による住民
協議会を開催。

事業概要

	 412万円
予　　算

町民と考える持続可能な地域交通事業
事 業 名

関連する SDGs

　非接触状態での園と保護者とのコミュニケーショ
ンの向上や職員の業務改善を図るため、しらとりこ
ども園に遊具を設置。

事業概要

	 563万円
予　　算

こども園 ICTシステム導入モデル事業
事 業 名

関連する SDGs

SDGsを基本理念に 据える新型コロナ対策
　　　　　　　　　　　【持続可能で  レジリエントなまちづくり】
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町 民 の 声
ゆっくり行こう琴浦

　世の中急ぎすぎです。「早く」

は是、「遅く」は非の感があります。

特に気になるのが話す速度。

NHKのニュースを読む速度もか

なり早口になっています。漢字か

な混じりで１分間300字以上で話

します。若い人はもっと早口です。国会答弁しかり。

そして言葉使いのきたなさ。品のなさは際立っており

ます。対立する人への意見陳述にしても、当然相手に

対する尊厳がなければなりません。しかし最近それが

感じられません。

　「腐った鯛」に例えるような言い方は言語道断。原

稿読んでの質疑応答でもそうですから、ましてやアド

リブでの発言ともなると支離滅裂、意味不明、その発

言を文章に直してみるとよくわかります。修飾語の多

いこと、繰り返される言葉、結局言いたいことは一行

ですむ場合がよくあります。

　琴浦議会では、議事紛糾、罵声の嵐、聴取困難、そ

んなことはないでしょう。慎重審議は言葉を吟味して

できるものと思います。そのような議会を期待してお

ります。

高齢社会をどう支え合うか 
～日常の地域づくりこそ大切～

　町報令和２年８月号によると私
の住む以西地区の介護認定率は
18.9％で町内で一番高い。（ちな
みに高齢化率は39.5％）かって
平成16年に宮木部落で自主的に
始めた高齢者サークルは、男性４
人と女性10人の希望者でスター
トした。活動は月１回のお誕生会。
食材を持ち寄り、少々の魚や肉を買い足すだけで全員
台所に立ち、洗ったり、切ったり、味見をしたりと活
気にあふれていた。月ごとに誕生の人を祝い、歌を歌
いプレゼントを手渡し会食を始める。話に花が咲き生
きいきと笑顔が絶えなかった。しかし年とともに台所
に立てなくなり椅子に座っての百歳体操や棒体操のフ
レイル予防運動へと移行した。
　平成27年、10年間の活動が認められて県長寿社会
課の 「ふれあい共生整備事業」 で、トイレの洋式化や
廊下のバリアフリー化と手すりも取り付けた。会議机
や椅子、10畳のじゅうたん２枚も備え付け64万円も
の支援を受けて高齢者にやさしい公民館になった。
　あれから10年、４人は旅だち、４人は介護施設へ
入所。２人は公民館まで来れなくなった。あんなに仲
良しで楽しいサークルだったのに。今では４人だけで
毎週百歳体操を続けている。今後高齢社会をどう支え
合うかは公的支援と仲良く支え合う地域づくりが欠か
せないのではと、私は思う。

繁田　邦弘 井上　耐子

敬称略

　
令
和
２
年
は
、新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
見
舞
わ
れ
、

世
界
中
が
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
っ
て
、
い
つ
収
束
す

る
か
見
当
が
つ
き
ま
せ
ん
。
琴
浦
町
議
会
は
、

今
年
２
月
か
ら
、
ほ
ぼ
毎
月
議
会
本
会
議
を
開

催
し
、主
に
コ
ロ
ナ
対
策
を
協
議
し
て
い
ま
す
。

琴
浦
町
民
も「
新
し
い
生
活
様
式
」を
も
と
に
、

こ
の
異
常
事
態
を
み
ん
な
の
力
で
乗
り
切
り
た

い
も
の
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
か「
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
」「
○

○
ア
ラ
ー
ト
」「
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
」

「
リ
モ
ー
ト
」「
オ
ン
ラ
イ
ン
○
○
」「
テ
レ
ワ
ー

ク
」「
ク
ラ
ス
タ
ー
」
等
々
、
カ
タ
カ
ナ
用
語

が
飛
び
交
っ
て
い
ま
す
。
日
本
語
を
も
っ
と
大

切
に
し
た
い
と
思
う
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

　
琴
浦
町
議
会
は
、
９
月
定
例
会
か
ら
原
則
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
利
用
し
た
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
取

り
組
み
改
革
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

�

（
ま
さ
る
）

撮
影
地　
聖
郷
小
学
校
付
近�

�

（
撮
影
／
角
勝
計
介
）

表
紙
写
真

議
会
広
報
常
任
委
員
会

�

委
員
長　
　
角
勝
　
計
介

�

副
委
員
長　
押
本
　
昌
幸

�

委
員　
　
　
高
塚　
　
勝

�

委
員　
　
　
澤
田
　
豊
秋

�

委
員　
　
　
福
本
ま
り
子

�

委
員　
　
　
前
田　
敬
孝

あ
と

　 

が
き

―　24　―


	00_CW6_T9326A01_表紙
	01_CW6_T9326D01_定例会
	02_CW6_T9326D03_委員会の活動
	03_CW6_T9326D02_一般質問
	04_CW6_T9326D04_新型コロナ対策
	05_CW6_T9326D05_町民の声・あとがき

